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アンモニアを用いたエネルギーシステム(アンモニアシステム)

溶融塩(LiCI-KCI-CsCI，3000C)
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アンモニア電解合成法の研究例

電解質 1M KOH aq プロトン伝導性国体電解質

(SrCeO.95 YbO.0503) 

電解条件 常圧 常圧

室温 -850 K 

課鐙 電流効率 合成速度(定流密度)
(-2%) (< 2 mAcm勺

Source Furuya and Yoshiba Marnellos and Stoukides 
(1990) (1998) 

溶融塩の一般的な特徴

合種々の物質をよく溶かす。溶解度が大きい。

女高温でも蒸気圧が低く、さらさらした液体とし

て安定に存在する。

女化学的に安定、電気化学窓が広い。

女導電率が高い。

女放射線に対する耐性に富む。
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電解開始後経過時間/min

電解開始後の陰極(膏)、陽極(赤)の電位経時変化、および端子間電圧と
浴抵抗による電圧ロス、極間電圧の経時変化。
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※1 人口地加に伴う肥料や化学製品原料としての需要(年3%増と仮定)と化石燃料代径としての需要の和

※2 2030年以降、常圧アンモ二ア電解合成法の普及とともに、運繍・民生・産業部門での化石燃料代笹としての

アンモニア燃料利用が進み、 CO，排出量が大幅に削減される
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投入エネルギー
エネルギー消費 GJ/t-NH，

形態
水素製造 2繁製造 アンモニア合成 合計 備考

ハーパー・ポッシュ天然ガス 30-35 現行平均

天然ガス 28 現行トップ

電力 31.2 0.46 1.48 33.2 ( i )WE-NETベース

電力 43.2 43.2 ( ii )Ganleyベース

電力 31.2 1.43 32.7 ( iii)Gosnellベース

電解合成 電力 0.46 42.6 43.1 2.5V※1 

電力 0.46 34.1 34.5 2.0V※1 

電力 0.46 25.5 26.0 1.5V※2 

※1基本型セル、※2発展型セル


